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第一章 緒 言

襲二余ハ鴻上博士 ノ指導 ノ下二鴻上氏S.T.菌

乾燥粉末ラ抗元 トシ血清内抗罷ヲ吸牧後、其 ノ

感作抗元ニ ヨル結核=補禮結合反慮 ノ成績 二就 テ

詳細二報告セルモ今同普通結核菌乾燥粉末ヲ抗

元 トシ、結核=補罷結合反慮 ヲ行 ヒ、今弦二實験

成績 ラー括 シテ報告セントス｡

第ニ章 結核菌種及ビ培養基拉ニ抗元製法ニ就テ

(A)結 核 菌株

東 京 市療 養 所 研 究 室 「エ ー ル リ ッヒ」株 、 寺 崎 、

三宅 、 東 方 、 株(柴 田讐 務 掛 長 貯 藏)ノ ー 部 分 譲

テ賜 バ リ、 之 ヲ使 用 セ リ｡

(B)培 養基

培 養 基 ハ 「グ リセ リ ン」丙 汁 ラ使 用 ス｡之 ノ製 法

二就 テハ ー 般 周 知 ノ事 ナ レ ドモ簡 輩 二述 ブ レバ
ノ

肉汁(牛 肉600gr十 蒸鯉 水1000gr)テ 約1時 間 半

揺 氏100｡二 加 熱 後 之 テ濾 別 シ、 之 二「グ リセ リ

ン」40gr.食 盤5gr・ ペ プ ト ンv10gry加 へ1時

間 加熱 後 冷 却 シ、 濾 過 ス｡然 ル後P.H.=6.8ト

ナ シテ3日 間(30・分 ヅ ・)加熱 滅 菌(Rouxrコ ル1

ベ ン」二150cc分 注)ス
｡

(C)抗 元 製法

先 ヅRoux「 コル ベ ン」ノftグ リセ リ ン」断1一二結

核 菌 テ約40日 間培 養 ㍉ 囁 氏 、100｡加 熱30分 間

滅 菌 シタル後 菌 鵬 ヲ濾 別 、 数 同 水 洗 シ、 然 ル

、後 之 テ乳 鉢 ニ テ細 挫 シ、 遠 心 沈 澱 ニ テ数 同灘 留

水 テ以 テ水 洗 シ、 菌盟 ヲ 「シ ヤー レ」二入 レ囁 氏

100｡～1200ニ テ乾 熱 器 乾 燥 セ シ メ タル後 、 乳 鉢

ニ テ充 分 細 挫 露、 結核 菌 乾燥 粉 末 トシテ
、 小 試

験 管 中 二10mg～20mg二 分 割 乾燥 器 中 二貯 藏

スo

第三章 豫備試験及ビ實験術式

1豫 備試験
ボ

1)溶 血素
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山革系ラ使用∫溶血素ハ最大溶血量 ノ3倍 テ使

用 セリ｡.

2)補 禮

5-6頭 ノ海狸 ヨリ約2ecヅ ・早朝探血新鮮ナ

ルラ使用ス｡

3)抗 元 ノ自家抑制

抗元 ノ自家撫制ハ試駿時二於 ケル、補艘 ノ溶血

系二封 スル「アビヂテー ト」ノ相異ニヨリ菌 ノ自

家抑制二多少 ノ動揺 アルニヨリ苺同試験前二測

(第1表)

定 然 ル後 本 實験 二使 用 セ リ｡抗 元 使 用 量 ハ 自家

抑 制 ヲ起 サ"ル 最 大 量 ノ半 量 夢使 用 セル ニ該 菌

粉 末 ノ使 用 量 ノ・大 磯0｡25mg～O.125mgノ 聞 ニ

アルレヲ認 メ タ リ｡

自家 抑 制 ヲ測 定 二封 シテハ10mgノ 該 菌 ヲ1.O

ccノ 生 理 的 食 盟 水 ニ テ充 分 細 挫 シ タ ル 後 其 ノ

「エ ム ル ジオ ン」O.1cc(1mg含 有)ヨ リ倍 藪 稀葎

ヲ ナ ス｡(第 一 表)露

上 記 ノ判 定 ノ・最 大溶 血 量 ノ・該 菌量0.5mg.sテ

結核菌乾燥粉末 ノ自家抑制ノ測定

試騰 翻/I

乾燥菌水溶抗元

…… ㎜ ㎡噺

[o'濫9)

生理的食短水 L05cc

15倍 補 髄
曲}一 一一… ㎞一一一一{一 停{___ _

0.15㏄
… 　 … 皿

内容混和

感 作 血 球}0.2㏄

内容混和
一 …… ㎜{{

結 果1冊

∬ 皿 1 IV

0.lc¢0｡1cc

(0｡5mg)(0｡25mg)

1｡05cc1｡05cc

O.15㏄'0.15cc

内容 混 和37｡C重 盈 煎30分 間

0｡2cc

内容混和37℃ 重盈煎15分 間

0｡2㏄

竃0
.1cc

(0｡125mg)

1｡05㏄

0.15cc

0.2cc

}

其 ノ孚量 テ使 用 量1・ナ ス タメO.25mgガ 使 用量

トナ ル｡

II實 験 術 式

小 型 試 験 管 テ使 用 シ其 レニ非 働 血 清0.5ccラ 人

レ、1ccノ 生 理 的 食 盟 水 内 二最 大 完 全溶 血 量 帥

チ5mgテ 含 ム 混 入乳 歌 二稀 繹 トセ ル吸牧 元0.

1cc(即 チ0.1ccノ 食 盟 水 申 二 〇.5mgノ 結 核 菌 テ

含 ム)ヲ 加 へ37℃ 重 盈煎 二45分 播 置 シ、 ソ ノ

間3,4同 ヨク振 盈 シ 内 容 混 和 ラ 計 ル然 ル後所

'第 四章

1東 京 市療 養所 患者 ノ成績.

東京市療養所結核患者238例 …就 テ結核菌乾燥

粉 末及vS.T.菌 乾燥粉末テ使用シ、同一血清

ニテ同時二實験テ行 ヒ比較 セルニ｡(第 二表)

(第2表)東 京市療養所患者 ノ成績

1≡

定時間後蓮心器ニテ(2000～3000回)ニ テ5分 乃

至7分 遠心沈澱 シ試験管テ倒 二2,3同 輕 ク振

舞後吸取紙ニテ血清 ラ充分除去 シ、下層沈澱物

ノミトシ之二生理的食麹水0.2ceテ 加ヘタルモ

ノノ内容 テ良シ「ピベ ット」Fテ 混 科 シ、其 ノ
0・1ccテ 取出 シテ更ニ此 レヲ・倍数稀繹 二錬 ツテ

感作抗元遍減法二從 ツテ補艘結合反慮 テ行 フ｡

故二本試験二於 ケル第一試験管内 ノ吸牧元ノ・最

大完全溶血量 ノ孚量 トナル｡試 験ノ・小型試験管

＼3本 ラ使用 シ結果 ノ判定充分ナリ｡
1

實験成績

結 核 菌 二 於 テノ、238例 中 、 陽 性反 慮 ラ呈 セ ル者

225例(94・6%)陰 性 反 慮 テ呈 セル者13例(5.4%)

ニ シ テ張 陽性72例(30 .3%)申 等 陽 性76例(31.9

%)弱 陽性77例(32.4%)ラ 示 セ リ｡1`

S・T・菌 二於 テノ・陽 性 反 癒 ラ呈 セル者228例(95.

8%)陰 性 反 慮 テ呈 セ ル者10例(4.2%〉 ニ シテ彊

陽 性92例(38・7%)中 等 陽 性85例(35.7%)弱 陽 姓

51例(21・4%)ニ シ テ結 核 菌 乾燥 粉 末抗 元 ヨ リ多

少 ノ差 ラ認 メ ラル ・モホ ぐ同一 結 果 テ得 タ リ｡

次 二臨 躰 的方 面 ヨ リ種 々観 察 セル結 果 ト本 反 慮
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ト ノ關係 テ比 較 セル ニ先 ヅ

(イ)喀 疾 申結 核 菌 有無 ト ノ關 係

238例 申 開 放 性結 核125例(98.4%)二 陽 性 反 慮

ヲ示 シ2感列(1.6%)二 陰 き性反 鷹iテ示 シ タ陶リ｡

非 開放 性 結 核100例(90.1%/轟 陽性 ヲ呈 シ、11

例(9.9%)二 陰 性 テ認 メ タ リ｡(第 三 表).

即 チ開 放 性 結 核 ハ 本 反 慮 陽 性 ナ ル 者 多 キ テ認

ムe

(切 赤血球沈降速度 トノ關係
'(第4表)

＼_赤 沈反旛

瀦 反鵬 薩 ＼＼
柵

0～5mm

(第3表)喀 疲 中結核 菌 ノ有無 ㍗本反旛 トノ關係

238例 二就 テ観 察 セ ル モ 次 ノ表 ノ如 ク明 ラカ ナ

ル關 係 ハ 示 サ"ル モ1時 間値51mm以 上 ノ者 ニ

ハ陽 性 傘 大 ナ ル傾 向 テ認 ム｡(第 四表/

レ・)病型 及 ビ病竈 ノ廣 サ ト ノ關 係

赤血球沈降速度 ト本反磨 レノ關係

十

陽

陰

6～10mm

14

11～20
mm

16

14「

21～50

mm

9

13 10

1512

4 1

41

τ

計
性{

413745

3790.2%3697.3%4497.8%i5189.5%

一

14

一
17

一
20

}

旦

57

4

「レ ン トグ ン」フィル ム テ有 ス ル 者215例 二 就 テ病

9｡89612｡7%12｡2%1610.5%

型 及 ビ病 竈 ノ廣 サ ヨ リ観 察 セ ル ニ 、

(第5表)病 型 ト木 反慮 トノ關係

51～100 {

瀟田

き
10塊i

計
謄一一

一

18

18

一 ～{

一

一 　　…F研

1 72
_一

4 76
`

13 3 77

1

50

0 13
_… 一一

}

"{__　

81 238
_へ 一

49 98%i

2%

8100%
_{

225

1

層10 …

13

＼ 、 病 型1
、、

補結反'＼ ＼ 滲 出型
懸陽性度 ＼

混 合 型
一 一一 塘殖型

滲副滲刷 酬 鞭 陣
硬結型

i

計

i

帯i3
…

1 3 169 513{37}67

什 4 1 1 5匡 41gi38
セ

73
'十

3 ④ 1 313 ヒ 21140 63

一 0 0 0 1i1 0;19 12
一

補結反慮
陽

病 型

性

陰

滲 出 型 混 合 型

10
｡100%{

5596.5%

2

塘 殖 型 硬 結 型 計

3.5%1
2395.8%

14.2%

11592.7%203

97.3%12

第6表 病竈 ノ贋 サ ト本反慮 トノ關係

織蔽警
惜

耗

十

一

止
陰

性

姓

6/5～5ん

123

「mrti

13

i一
15398｡1%

6/
4

…7

4

0

馨
三

4
混

1

L竺L96・9%
11.9%1'3.1%

本 反慮 陽 性203例 中滲 出型10例 ・… シ テ陰 性 ナ ク

3ん2/6

__L,i7

}1-i撃 一

称

皿15

一17

計

誘 ラ

72

一

4i-一1

21 63

ミ
4291｡3%2496%

48.7%114%

5 12

5391.2%1203

58.8%112

100%ノ 陽 性率 ヲ示 セ リ｡他 ハ混 合型 、増 殖 型 、
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硬結型 噸 序二陽 匪傘ハ低下 ス｡(第 五表)

次 二病 竃 ノ廣 サ ヨ リ観 察 々 ル ニ病 竈 ノ廣 キ ホ ド

陽 性 奉 ハ高 キ観 ア ル モ明 ラ カナ ル關 係 ハ認 メズ

(第六 表)

霊 看 護 婦 ← 一部 職 員 ヲ含 ム)成 績

東 京 布i療養 所 看 護 婦 ぐ一部 職 員 ヲ含 ム)174例 二

就 テ観 察 セルし二 本反 慮 陽 性31例(17.8%、 陰 牲

143例/82.2%)ラ 示 シ、 陽 性 度 二於 テハ張 陽牲

1{列 モ ナ ク中等 陽・1生6例(3.4%)弱 陽 性25例/1

4.4%)テ 呈 セ リeN'

次 二 「ッ 〈ごル ク リ ン」皮 内 反癒 陰 性12例 中3例 本

反 癒弱 陽 性反癒 テ示 セ リ｡

牽慰婁交174{列 ・・1陰4生143f列(82.2%)

陽 毒1亜31僧 唖(17.8%〉 弓蚤陽 ・1ゾkO

中等 陽牲6例 く3.4%/

弱 陽 性25例(14.4%)

第7表 結核患者 ト看謹姑 ノ陽性率 ノ比較

、 霧 看護婦 〔コ結核患者

今結核患者及 ビ看護婦 ノ陽挫傘 ノ比較テ表ニテ

示 セバ次 ノ如 シ｡疏 七表)

皿東 京 歯科 留學 專 門學校 生徒 健康 診

断(自 畳 症 状 ヲ有 ス ノレ者)ノ 成 績

東 京 ㈲療 養 所 岡 、 太田、 相 澤(秀)、 三 氏 二 声 リ

健 康 診 断 セルー 部 自覆蚤fili犬ノ ミ有 ス ル者60例 ノ

甑 青ヲ御 好 意 ニ ヨ リ分 譲 テ得 検 査 セ ルニ本 反

慮 張 陽性1例 モ ナ ク 中等 陽 性3例,弱 陽 性14

例 、 陰 煙43例 ニ シテ60例 全 部 「レ ン トゲ ン」及 ビ

Mantoux氏 皮 内反 癒 等 テ 検 査 ノ結 果 監覗 ヲ 有

ス ル者 二本 反 癒、 中等 陽性 、3例 全 部 、 弱陽 牲

4例 、 陰 性12例 ヲ承 シ、 本 反 慮 中 等 陽 性3例 ハ

全 部 「レ ン トゲ ン」ニ ヨ リ結核 性 病 竈 ヲ認 メ陰 性

者 中1例 ハ腋 下淋 巴腺 腫 帳 ヲ有 スル者 ア リe

「ツ ペ ル ク リ ン:皮 内 反 懸陰 性 ナ ル者2例 アリ
e

其 ノ内1例 ハ本 反 慮 弱 陽 挫 ラ示 セ リc

IV徽 毒 血 清 ニ 就 テ ノ成 績

結 咳 ナ キ者 ト思 ハ ル徽毒 血 清37例 二就 テ本反 慮

テ試 ミタル ニ徽 毒 強 陽 性25例 中 本 反 癒 弱 陽性4

例 徽1毒中等 陽性4例 ニ テ本 反 癒 陽 性 ナ ク徽 毒 弱

陽 性8例 ニ テ本 反 慮 中等 陽 性1例 テ認 メ タ リ｡

例 藪 少 ナ キ タメ確 實 先ル陽 性 率ハ 認 メ ラ レザ ル

モ37例 中 本 反 慮 陽 性5例 ニ シテ 陽 性 傘 ノ、13.5

%ヲ 示 セ リ｡

V肋 膜 炎 滲 出 液 及 結 核 性 膿 膜 炎

脊 髄 液 ニ 就 テ ノ成 績

肋 膜 滲 出液22例 二於 テ本 反 磨 陽 性19例 、陰 性

3例 ニ シ テ陽 性19例 中強 陽 姓10例 、 中等 陽性5

例 、 弱 陽控4例 テ呈 セ リ｡

結 核 性 磯 膜 炎 ノ症 状 ヲ有 ス ル脊髄 液4例 二於 テ

1例 本 反 鷹 弱 陽 性 ヲ呈 セ ル ノ ミ他 ハ陰i塗ラ示 セ

リ◎

第五章 結 論

結 核 菌 乾燥 粉 末 拉 ビ ニ鴻 上 氏S.T.菌 乾燥 粉 末

二 依 リ結核 補艦 結 合 反鷹 ラ結核 患 者238例 二試

ミ タル ニ其 ノ結 果次 ノ如 シ.

1>結 核 菌抗 元 ニ テ238例 中 陽 性 反 慮 ラ呈 セ ル

者225例(94.6%]ニ シテ陰1'll反癒 ヲ呈 セ ・し者13

例/5、4知 ナ リ.

鴻 上 氏S.T.菌 二 於 テハ 陽 性 反 慮 テ呈 セ1レ者228

例(95.8劣)ニ テ 陰 ・縫反 慮 ラ 累 セ ル者10例(4.2

%/ヲ 示 セ リ｡上 記 ヨ リ観 察 セ ル ニ 現 在 マ デ ノ

結 核 補 艘 結 合 反癒 ノ水溶 性 抗 元 二 於 テハ鴻 上氏

S・T.菌 ガ最 モ優 秀 ナ ル抗}亡桃 テ有 シ、 他 ノ菌 ノ

追 從 ラ厨 レサ ・・リ シモ本法 二於 テ ハ糸骸 菌 ノ抗
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元 性 能 働 力 二封 スル特 異 性 ノ差 ラ少 ナ ク シ得 ル

事 ヲ認 メ タ リ｡

∬)本 法 ノ陽 性 反慮 テ支 配 ス ル圭要 項 目 二就 テ

観 察 セ ・し二、

(イ)238例 二於 テ 開 放 性 結核 二本 反慮 陽性125

例(98・4%)陰 性2例(1.6%)ニ シ テ 開 放 性 結 核

ノ、殆 ン ド100%ノ 陽 性傘 ヲ示 セ リ
｡

(v)215例 病 型 ヨ リ観 ル ニ本 反 慮 陽 性 中滲 出型

10例 陰 性0ニ シテ100%ノ 陽 姓 傘 ヲ示 シ、次 二陽

性 傘 ハ 混合 型 、 増殖 型 、硬 結 型 ノ順 序 二低 下 ス｡

叉 病 竈 ノ廣 キ ホ ド陽性 率 モ高 キ傾 向 ヲ示 ス｡,

(ノ・)赤血 球 沈 降 速 度 ヨリ観 察 セ ルニ本 反 慮 陽 性

者 ノ、100mm以 上 二於 テハ100%ノ 陽 性 傘 ラ呈

シ概 シテ赤 血球 沈 降 速 度 ノ早 キ ホ ド陽 性 傘 モ高

シe

皿)看 護 婦(一 部 職 員)二 於 テノ・174例 中 本 反 慮

陽 牲31例(17,8%)ニ シテ 「ツベ ル ク リ ン」皮 内反

慮 陰性 者12例 中3例 本 反 鷹 弱 陽 性 ヲ示 セ リ｡

IV)東 京 歯 科 欝 學 專 門 學校 生 徒 自豊 症 獣 ヲ有 ス

ル者60例 二於 テ17例 ノ本 反慮 陽 性 ラ示 シ其 ノ

内3例 ノ、中 等 陽性 ニ シテ「レ ン トゲ ン」ニ テ病 竈

テ認 メ、 弱 陽性14例 申4例 、 陰 性43例 中12例

ノ、監 覗 ヲ有 ス ル者 ナ リ｡

.V臨 休的 結核 ラ認 メザ ル徽 春 漁 清37例 二就 テ

.本 反 慮 テ試 ミタ ルニ5例 陽 性 テ示 シ、 陽 性卒 ノ・

13.5%ト ナ リ 之 ヲ看護 婦 ノ陽性 率17.8%二 比

較 ス レバ去Pツ テ其 レ ヨ リモ陽 性i率ハ 低 下 ス｡即

ヂ輩 二此 ノ黙 ヨ リ推 断 スル モ徽 毒 血清 二封 シ テ

本 反慮 ハ非 特 異 性 反 鷹 テ呈 セザ ル モ ノ ト思 惟 シ

・ テ可 ナ ラ ン
｡

｡VI肋 膜 滲 出 液 二就 テ ノ・86、4先ノ陽性 卒 テ呈 シ

脊 髄 液 二於 テ ハ4例 中1例 本 反 鷹弱 陽性 ヲ示 セ

リ⇔

以 上 余 ノ行 ヘ ル實 験 成 績 ヨ リ親 テ吸 著 法 ニ ヨ ル

優 秀 貼 ノ・結核 菌株 二嫁 ル抗 元 性 能 働 力 ノ差 異 テ

僅 微 ナ ラ シメ得 ル事 ト徽 毒 血 清 二封 スル非特 異

性 陽 匪反慮 ラ除 去 シ得luニ ア リ｡
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